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全建賞 部門連携の部

①堀割・五反田周辺地区　防災集団移転促進事業

１�．はじめに
茨城県大洗町を流れる涸沼川は、那珂川水系の支流で
ある。これまで涸沼川沿いの大洗町堀割・五反田周辺地
区では、昭和61年、平成10年、平成23年、令和元年東
日本台風等、度重なる浸水被害に見舞われてきた。特に
令和元年東日本台風では、約100棟の住宅が浸水する被
害が発生した。
この地域では、防災対策が急務であるが、従来の堤防
整備は時間やコストの問題に加え、移転に伴う地域コ
ミュニティの衰退が懸念された。そのため、大洗町は防
災集団移転促進事業（以下「防集事業」という。）の検
討を開始したが、移転先の確保、事業計画策定や予算の
問題等の課題に直面した。
これらの課題を解決するため、大洗町は独立行政法人
都市再生機構の技術支援を受け、国（河川管理者：常陸
河川国道事務所）との連携により、事前防災としては全
国初となる「市街地における差し込み型による防集事業」
を検討し、地域の特性を活かした防災まちづくりを進め
ることとした。

令和元年東日本台風浸水状況

：令和元年浸水実績範囲

２�．事業の概要
令和２年１月、流域内の関係機関により「那珂川緊急
治水対策プロジェクト」が発表され、大洗町堀割・五反
田周辺地区は「土地利用・住まい方の工夫の検討」とし

て位置づけられた。大洗町は、地域住民が主体的に防災
まちづくりに関わることを促すため、意見交換会、個別相
談や防災まちづくりニュースの発信等の活動を展開した。
その結果、地域の総意として防集事業による安全な場
所への移転が決定し、令和５年12月には災害危険区域
の指定が行われた。本事業の特徴は、既成市街地の空き
地・空き家を移転先として活用する「差し込み型防集事
業」であり、新たな住宅団地開発を不要とし、地域の空き
地・空き家対策も兼ねた防災まちづくりを目指している。

３�．事業の成果
本事業の特筆すべき点は、従来の行政主導型ではなく、
地域住民が主体となり、関係者と協力して地域の将来像
を考えた点である。意見交換会やワークショップ（WS）
を重ね、地域全体で防災まちづくりを議論し、地域住民
の総意として防集事業の実施を決定した。
「差し込み型防集事業」を採用し、コンパクトシティ
化を促進した。移転先は小学校の通学エリアを考慮して
選定し、生活環境の変化を最小限に抑えることで、次世
代につながるコミュニティ形成を図った。

令和６年６月27日「みんなで考える防災まちづくり」（WS）

４�．おわりに
令和６年６月、事業計画が国土交通大臣の同意を得て、
具体的な事業を開始した。今後も、大洗町・独立行政法
人都市再生機構・常陸河川国道事務所の三者が連携しな
がら、地域の安全確保と活性化を目指した取組を継続し
ていく必要がある。
令和６年７月には、三者が一堂に会し、事業の進捗状
況を確認するとともに、今後の協力体制を再確認した。
住民と行政が一体となり、持続可能な防災まちづくりを
推進することで、地域の未来に向けた施策の充実が期待
される。

キーワード 流域治水、治水と防災まちづくりの一体的推進、
那珂川緊急治水対策プロジェクト

令和元年東日本台風の被害を受け、具体的な移転手法が未
確定の状況下で、国（河川管理者）等と連携し、地域住民と
協力して、全国初となる既成市街地への差し込み型防災集団
移転の具体的な移転手法を策定した事業。この取組は、地域
の特性やニーズに応じた実効性の高い手法を追求し、防災対
策の新たなモデルケースとなった点が評価された。

全建賞審査委員会の評価ポイント

受賞機関　�茨城県大洗町�
国土交通省 関東地方整備局 常陸河川国道事務所
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全建賞 部門連携の部

②地域住民、関係機関が連携した石
しゃく

神
じ

井
い

川
が わ

の整備
～人々が集い、自然とふれあえる空間の創出～

１�．はじめに
石神井川は、東京都小平市を源とし、東京都北部を東
へ流れ、隅田川に合流する延長25.2㎞の一級河川であ
る。河川は東京の都市部における貴重なオープンスペー
スであるため、治水機能に加え、良好な水辺空間として
の役割が求められている。そのため、護岸改修に併せて、
親水護岸や川沿いの遊歩道となる河川管理用通路の整備、
植栽による緑化など、人々が水辺に親しめる環境整備を
進めている。

２�．事業の概要
石神井川の上流端から７㎞付近、練馬区内の豊城橋か
ら西豊城橋までの約500ｍの区間で、都営上石神井ア
パートの建替えと連携し緩傾斜護岸を整備した。
当初の計画では、石神井川沿いに建つ低層階の既存ア
パートを、建替えに伴い高層化し、創出されたスペース
を公園として整備する予定であった。そこで、川沿いの
立地を活かし、水辺と一体となった空間づくりが可能と
考え、親水性や景観に配慮したより良い空間づくりを目
指して、地域住民、学識経験者、行政機関等をメンバー
とした「石神井川上石神井アパート付近の川づくり懇談
会」を立ち上げた。
懇談会では、参加者の忌憚のない意見を引き出すため、
お互いに顔を見ながら発言できる座席配置にするなど、
誰もが対等に発言しやすい雰囲気づくりに努めた。特に
議論が深まったのは、親水性と安全性の両立であった。
水辺に近づける構造は、川への転落や増水時の避難など
の課題も併せ持っていることから、緩傾斜構造や転落防
止柵の設置などについて、活発な議論を重ねることで合
意形成を進め、整備方針や基本デザインを取りまとめた。

３�．事業の成果
懇談会で決まった整備方針に基づき、平成30年度か
ら工事に着手した。台風による倒木や冠水などのトラブ
ルにも対応しながら、令和４年12月に工事が竣工し、
令和５年２月に一般開放された。
現在では、保育園児の遊び場や地域住民の憩いの場と
して活用されるほか、カワセミやコサギなどの野鳥も頻
繁に確認されるなど、自然との調和が見られる水辺空間
となっている。

４�．おわりに
本事業は、河川整備と都営アパート建替えを連携させ、
地域住民の意見を反映した水辺空間の創出を行った優れ
た事例といえる。今後も、地域と行政が協力しながら、
魅力ある都市空間の形成を目指していく。

キーワード 都営アパートの建替え事業、川づくり懇談会、
緩傾斜護岸、良好な水辺空間

石神井川沿いに建ち並ぶ都営アパートの建替え事業に伴
い、創出されたオープンスペースを河川と一体的に整備。関
係機関や地域住民で構成される「川づくり懇談会」で取りま
とめた整備方針に基づき、「人々が集い、自然とふれあえる良
好な水辺空間」を整備。河川の自然営力も活かし、生態系を
身近に感じられる空間整備がなされ、計画段階から住民が参
画し、意向調査を実施するなど、地域との一体的な取組など
が評価された。

全建賞審査委員会の評価ポイント

受賞機関　�東京都 第四建設事務所�
東京都 西部住宅建設事務所

整備平面図

整備後
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全建賞 部門連携の部

③サンポート高松地区都市再生整備事業
～人が安全で快適に歩ける都市空間づくり～

１�．はじめに
サンポート高松地区は、高松市の沿岸部に位置する広
域交流拠点である。平成16年３月にグランドオープン
し、高度な都市機能とコンベンション機能の導入等を目
的として整備された。また、JR、私鉄、路線バス、高
速バスや航路などが集結する県内最大の交通結節点でも
ある。当該地区では、香川県立アリーナ、大学、駅ビル
や外資系最高級ホテルといった官民による施設整備が
進んでいる。行政としては、この機会を活かし、更なる
にぎわい創出に取り組んでいる。

サンポート高松地区

２�．事業の概要
歩行者優先のまちづくりを進め、歩行者や滞在者を増
やすとともに、本エリアが一体となってにぎわい空間を
創出し、サンポート高松地区の価値の向上を目指した。
そのため、道路空間を再配分し、プロムナード化した。
滞在したくなる空間を形成するため、植栽ベンチの設置
やデザイン性のあるインターロッキングブロックの配置
など、道路空間の質の向上を図った。
また、近接する港湾エリアにおいて、港湾緑地等の整
備を連携して実施することで、更なる魅力の向上及び観
光客の受け入れ態勢の強化を図った。これにより、サン
ポート高松地区全体のにぎわい創出、来訪者の満足度の
向上が期待される。

３�．事業の成果
香川県立アリーナが開館する令和７年２月24日にプ
ロムナードとして運用を開始した。土日や休日には、
様々なイベントが開催され、活気ある様子が見られる。

にぎわうプロムナード（高松駅北側道路）

４�．おわりに
令和７年度は、サンポート高松地区周辺において、瀬
戸内の島々を舞台に、３年に一度開催される現代アート
の祭典「瀬戸内国際芸術祭2025」が開催される。国内
外から多くの来場者が見込まれており、当該地区がにぎ
わい創出や憩いの場として活用され、一層の地域活性化
が期待される。

キーワード プロムナード、にぎわい創出、ウォーカブル、
都市空間、香川県立アリーナ、港湾緑地、
歩行者空間、道路空間の再配置

官民による施設整備と並行し、歩行者優先のまちづくりや
港湾緑地の整備を進めた。道路空間の再配分による歩行者優
先のまちづくりを進めた点、港湾事業と連携して「サンポー
ト高松地区」の活性化を実現した点、さらに香川県立アリー
ナの開館に合わせた道路整備により、回遊性や景観の向上を
図った点が評価された。

全建賞審査委員会の評価ポイント

受賞機関　�香川県 土木部 都市計画課�
香川県 土木部 高松土木事務所 都市港湾課�
高松市 都市整備局 都市計画課�
香川県 土木部 港湾課

道路空間の再編整備内容（高松駅北側道路）
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